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水稲中苗青苗におけるもみがら成型マットの適用性
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Applicability of "Molded Rice― hull Mati to Raising of Seedling of Rice
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1 は じ め に                     み込み、パネ秤で引っ張つたときのビークを計測

した。

育苗から移植作業に至るまでの省力化、および環境リ

サイクル問題解決の一助ともなりうる廃物籾殻を利用し  3 試験結果及び考察
た「もみがら成型マット」について、中苗育苗での適応

性を検討した。                    (1)根 上がり防止のために、籾がら成型マット区の覆

土の量を増量したが、対照区に比べ根上がりが大きく、

2 試 験 方 法                  灌水時の種籾の露出による追い覆上の回数も多かった

(表 1)。

(1)試験方法                    (2)も みがら成型マット区の育苗箱質量は対照区に比

1)供試品種 :あ きたこまち             べ、播種直後で36%、 移植時で29%と軽量であった
2)供試資材                    (表 2)。

a)商品名 :もみがら成型マット          (3)も みがら成型マットは対照区に比べ保持される水

580mm× 280111× 15mm、 約450g      分量が多かった。また被覆除去後の灌水回数も、対照区
(山本製作所)            の3分の2ほどであった (表 1, 2)。

3)播 種 日 :4月 18日              (4)も みがら成型マット区の苗は、草丈が対照区を下

4)試験区の構成                  回つて推移した。もみがら成型マット区の移植時苗形質

a)籾がらマット区                は、草丈、乾物重が対照区を下回つたものの、葉数は同

苗の種類 :中苗箱育苗             等であり、充実度は対照区を上回った。マット強度は、

床土 :籾がら成型マット            対照区の約 2倍程度であった (図 1、 表 3)。

基肥料 (N P205 K20):15-1515       (5)も みがら成型マット区の植え付け精度は、対照区
覆土 :無肥料いなほ培±1200g         と同等であった (表 4)。
b)対照区

苗の種類 :中苗箱育苗             4 ま と め
床土 :肥料入りいなほ培土

基肥料 (N P205 K20):172617       もみがら成型マット苗は、育苗箱の軽量化や、灌水回数
覆土 :無肥料いなほ培±1000g         の軽減による省力化の効果があるが、出芽時の根上がり

※覆土は全区いなほ培土、灌水は 2リ ットル、追肥は   の解消をはかる必要がある。
2 5葉期 N:lg/箱。
※底面のフラットな育苗箱を使用した。

(5)播 種 量 :乾籾100g/箱

(6)移 植 日 :5月 22日

(7)育苗方法 :平置き無加温出芽、ハウス育苗

(8)試験実施場所 :秋田農試ビニールハウス21号、

秋田農試圃場F42
(9)マ ット強度測定法 :育苗箱から取り出した苗の一

方を固定して、もう一方を金属の板で上下から挟
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表1 ●IM● の溜水日薇と泊層土日彙

34       31          1.1

※一回当たりの灌水量は3リ ットル/箱

表2 ●●直後及び移植時の青宙鮨質量

16日 目  20日 日  04日 日

僣●■経過曰菫

図1 事丈・秦●の構移
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16日自  26日日  348日

播a螢経過曰藪

力寸ロロEE      124    18.5    39     59     2.03     163     83      164

※調査個体数 :50本

轟4 檀え付け構魔

対照 区        3.5     5.6     00     00

植付深さ 植付本 浮き宙率 損傷百 欠株率
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